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[bookmark: _Hlk53172862]史学
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伊藤雅之『第一次マケドニア戦争とローマ・ヘレニズム諸国の外交』（376頁，山川出版社，2019. 11）．
川島貞雄（訳），シュタウファー，E.『キリストとローマ皇帝たち――その戦いの歴史』（368頁，教文館，2020. 7）．
栗原麻子『互酬性と古代民主制――アテナイ民衆法廷における「友愛」と「敵意」』（636頁，京都大学学術出版会，2020. 4）．
小池和子『カエサル――内戦の時代を駆け抜けた政治家（岩波新書）』（288頁，岩波書店，2020. 8）．
阪本浩（訳），ゴールズワーシー，A.『古代ローマ名将列伝』（568頁，白水社，2019. 12）．
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周藤芳幸（訳），パウサニアス『ギリシア案内記2（西洋古典叢書）』（328頁，京都大学学術出版会，2020. 1）．
田中創『ローマ史再考――なぜ「首都」コンスタンティノープルが生まれたのか』（254頁，NHK出版，2020. 8）．
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西村昌洋（訳），シュミット，J.『ローマ帝国の衰退（文庫クセジュ）』（170頁，白水社，2020. 7）．
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（全般）
浦野聡「論点開示 歴史は何を伝えたか」（「西洋史研究」新輯48，2019. 11）．
栗原麻子「「歴史資料の現在」によせて」（「西洋史学」268，2019. 12）．
南雲泰輔「西洋古代史の時代区分と「古代末期」概念の新展開」（「思想」1149，2020. 1）．
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秋山学「史の時代から個の時代へ――紀元前4世紀ギリシアが意味するもの」（「筑波大学地域研究」41，2020. 3）．
伊藤雅之「アイトリアのドリマコス」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
内川勇海（訳），ローズ，P.「アテナイの民会と500人評議会――継続する諸問題」（「クリオ」34，2020. 7）．
大野普希「パウサニアスのギリシア観――ローカルな次元からの再解釈」（「西洋古代史研究」19，2019. 12）．
加藤聡一郎「アギスとクレオメネスの改革――スパルタ社会の実像と改革の本質」（「クリオ」34，2020. 7）．
菊地のどか「野心的な陶工たち――プトレマイオス朝時代のファイユーム出土パピルス文書から」（「古代文化」71-3，2019. 12）．
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澤田典子「ギリシア世界における権力者崇拝（2）――フィリポス２世からアレクサンドロスへ」（「千葉大学教育学部研究紀要」68，2020. 3）．
芝川治「南イタリアの僭主政」（「大手前大学論集」19，2019. 9）．
杉本陽奈子「紀元前4世紀アテナイの商業裁判に関する訴訟と証言」（「西洋史学」269，2020. 6）．
周藤芳幸「アナクシラス再考――パウサニアスのメッセニア戦争とオリュンピア期をめぐって」（「西洋古典学研究」68，2020. 3）．
高畠純夫「ソロン」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
高畠純夫「デモステネス」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
竹内一博「アッティカのデーモス碑文」（「歴史と地理」730，2020. 2）．
中井義明「前4世紀民主政建設期のアテナイ――帝国と内戦の記憶とその効用」（「文化史学」75，2019. 11）．
長谷川岳男「大レトラとタラス建市――古典期スパルタ社会の形成について」（「東洋大学文学部紀要　史学科篇」45，2020. 3）．
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アウレリウス・ウィクトル研究会（代表：豊田浩志）（訳）「アウレリウス・ウィクトル『皇帝列伝』翻訳（5）」（「上智史學」64，2019. 11）．
飯坂晃治「古代ローマにおける狩猟」（「別府大学アジア歴史文化研究所報」20，2020. 3）．
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小堀馨子「デルポイの神託――共和政期ローマ人はそれにどのように対応したか」（杉木恒彦・高井啓介（編）『霊と交流する人びと――媒介者の宗教史【下巻】』所収，リトン， 2018. 12）．
小堀馨子「古代ローマにおける卜占」（勝又悦子・柴田大輔・志田雅宏・高井啓介（編）『一神教世界の中のユダヤ教　市川裕先生献呈論文集』所収，リトン， 2020. 1）．
佐々木健「ローマ法の参照例――占有訴権と明文なき物権的請求権」（「法律時報」92-4，2020. 4）．
島創平「なぜキリスト教は「有害な迷信」とみなされたか――ローマ人とキリスト教」（「東洋英和大学院紀要」16，2020. 3）．
新保良明「セネカ」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
砂田徹「グラックス兄弟」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
田中創「教会史の系譜――ローマ帝政後期における歴史叙述の伝統と変容」（「西洋史研究」新輯48，2019. 11）．
豊田浩志「人間アウグスティヌスを『告白』から探る」（上智大学史学科（編）『歴史家の調弦』所収，上智大学出版，2019. 7）．
中川亜希「「記憶の断罪damnatio memoriae」――史料から見る古代ローマの名誉と不名誉」（上智大学史学科（編）『歴史家の調弦』所収，上智大学出版，2019. 7）．
中川亜希・本村凌二「ハドリアヌス帝の属州視察の諸問題」（「上智史學」64，2019. 11）．
中西恭子「ローマ帝国の「キリスト教化」とユダヤ教――コンスタンティヌス朝からテオドシウス朝まで」（「ユダヤ・イスラエル研究」33，2019. 12）．
長谷川敬「人々が暮らす国境の「水空間」――帝政ローマ前期、生活の場としてのライン河口域とその周辺内水域」（「史潮」86，2019. 12）．
比佐篤「共和政ローマにおける初期の貨幣に描かれた図像の再解釈」（「関西大学西洋史論叢」21，2019. 3）．
平田隆一「ルーヴル博物館所蔵のエトルスキ語およびイタリック語碑銘文資料――Dominique Briquel, Catalogue des Inscriptions Étrusques et Italiques du Musée du Louvre, Picard 2016 を読む」（「ヨーロッパ文化史研究」21，2020. 3）．
増永理考「ローマ帝政前期小アジアにおける文化資本――経済的持続性を中心に」（「史林」102-4，2019. 7）．
増永理考「ローマ帝国統治下リュキアにおける善行と都市――大善行者オプラモアスの恵与を中心に」（「西洋古典学研究」68，2020. 3）．
松村一男「古代ローマにおける神々の戦争――キリスト教化への過程」（「東京大学宗教学年報」37，2020. 3）．
松原俊文「記憶（メモリア）と政治――ローマの政治文化における歴史の役割」（「西洋史研究」新輯48，2019. 11）．
丸亀裕司「ローマ共和政末期の政治と弁論――キケロ『ポンペイウスの指揮権について』（前66年）を手がかりに」（「西洋史研究」新輯48，2019. 11）．
宮坂渉「Tabulae Pompeianae Sulpiciorum 78に見る1世紀プテオリの取引と法の実像」（「ローマ法雑誌」1，2020. 3）．
宮嵜麻子「ローマ帝国形成期における政治問題としての海賊」（「西洋史学論集」57，2020. 3）．
森光「D. 39, 2, 47――古代ローマ法における建物と建物の境界について」（「法学新報」126-7・8，2020. 1）．
山本興一郎「大ポンペイウスと息子たち」（鈴木董（編）『俠の歴史　西洋編上＋中東編』所収，清水書院，2020. 7）．
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瀧本みわ・長谷川敬（訳），クーロン，G.，ゴルヴァン，J. -Cl.『絵で旅するローマ帝国時代のガリア　古代の建築・文化・暮らし』（208頁、マール社、2019. 12）．
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阿部拓児「ウズン・ユヴァの「ヘカトムノス廟」――発見、整備とその真正性」（「フェネストラ」3，2019. 9）．
有村元春「エジプト出土のミケーネ土器模造品――製作技法及び出土状況からの再検討」（「西アジア考古学」21，2020. 3）．
Osada, Toshihiro, ‘Rethinking the Parthenon Frieze as a Votive List of Dedicator, Recipient, and Beneficiary’ (Jahrbuch des Deutschen Archäologischen Instituts, 134, 2020. 2).
長田年弘「パルテノン・フリーズ東面聖衣奉納場面に関する小論」（「藝叢」34，2020. 3）．
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本村凌二「美の随想　美しい情景の競馬場は失意を癒す 」（「紫明」46，2020. 3）．
本村凌二「剣闘士競技」（金澤周作（監修），藤井崇・青谷秀紀・古谷大輔・坂本優一郎・小野沢透（編著）『論点・西洋史学』所収，ミネルヴァ書房，2020. 4）．
本村凌二「「ローマ型独裁制」から学ぶべきもの」（「Voice」510，2020. 6）．
本村凌二「 裾野を広げれば、おのずと高みへゆく 「格闘する」にふさわしい本を」（「望星」51-8，2020. 8）．
師尾晶子「歴史叙述起源論」（金澤周作（監修），藤井崇・青谷秀紀・古谷大輔・坂本優一郎・小野沢透（編著）『論点・西洋史学』所収，ミネルヴァ書房，2020. 4）．
安井萠「研究フォーラム　古代ローマにおける歴史記述の始まり」（「歴史と地理」728，2019. 11）．
山内暁子「古代人の宗教1：犠牲」（金澤周作（監修），藤井崇・青谷秀紀・古谷大輔・坂本優一郎・小野沢透（編著）『論点・西洋史学』所収，ミネルヴァ書房，2020. 4）．
山内昌之・本村凌二・佐藤優「鼎談　AI社会が直面する見えざる脅威　疫病という「世界史の逆襲」」（「中央公論」134-4，2020. 4）．
山沢孝至「なまじラテン語を学んだがために不思議に思うこと」（「近代」120，2019. 12）．
（作成：河田真由子，勝又泰洋，増永理考）


